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室内原状回復・遺品整理の「特殊清掃員」
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「特殊清掃 Jという仕事がある。事件や孤立死で
時間が経過してから遺体が見つかった場合、室臨を

清掃 。消毒して原状回復し、遺晶整理を請け負う業

務だ。大阪では昨年、「おなかいっぱい食べさせて

あげられなくてごめんね」とメモを残して母子が衰

弱死し、餓死とみられる30代女性も見つかったっ都

会の真ん中で誰にも知られずに患を弓|き取り、長期

にわたって発見されることもない。特殊清掃の作業

に同行すると、そんな不条理と向き合う人たちの姿

があった。

大阪市北区のマンションでミイラ化した状態で死亡していた
母子の遺体が見つかる。死後数力月が経過しており、電気
が止められていたほか、食べ物もなかった
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札幌市白石区のマンションで40代女性2人が死亡している

駕憲 象笹癬弊鹿麟 議鰤ヽ際ダ
横浜市戸塚区の団地で住人の50～ 60代の夫婦が死亡し

轟雛 写代竃
明C妻が夫を介護しており、妻の病死後、夫が

札幌市西区のアパートで1人暮らしの50代の男性がミイラ化
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